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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今回、RFRプロジェクトに参加するに至った経緯をご説明致します。

今年の４月に全国清涼飲料連合会様より「２０３０年ボトルtoボトル比率５０％宣言」が発表されました。

私たちは、キャップのリーディングカンパニーとして、この取り組みを全面的に賛同しております。
PETボトルの水平リサイクルをキャップメーカーとして貢献していくことはもちろんですが、キャップのリサイクルについても私たちの責任として真剣に取り組んで行く必要があります。
今回の実証実験をキャップの水平リサイクルの実現に向けた大きな一歩と捉え、参加を決定しました。

PETボトルだけではなくキャップについても水平リサイクルを実現するため、私たちが業界をリードして参ります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
キャップの水平リサイクルを目指すための第一歩として、
事業系で回収されるキャップの分別・散乱状況、衛生性・汚染具合等を把握して参ります。

そして分別することがキャップのリサイクル性向上に寄与するかどうかについても検証するとともに、

ﾎﾞﾄﾙtoﾎﾞﾄﾙ比率５０％の達成に向けてキャップメーカーとしてできることをさらに探索して参ります。

実証実験で得られた結果をもとに、次のアクションを決定し、持続型社会の実現に向けて活動を
加速させて参ります。
これからのクロージャーのリーディングカンパニーとしての私たちの活動に是非ご注目ください！
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